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Abstract
Platforms（hereinafter referred to as PF）using the CP2 engine have been expanded to various categories such as the 
“MT-07”（naked）, “TRACER700”（tourer）, “XSR700”（neo-retro）, and “Tenere700”（on/off）. On the other hand, in the 
super sports（SSP）category where CP2 engine PF’s have not been developed, there is a significant difference in 
performance and price between models “YZF-R25/YZF-R3” and “YZF-R6/YZF-R1.” Therefore, the market is looking for 
a SSP model that could fill the gap.
Under these circumstances, the “YZF-R7” is an SSP model developed based on the naked（NK）model “MT-07” with the 
aim of expanding the PF development of the CP2 engine and enhancing the SSP category.

１  はじめに

　CP2エンジンを使用したプラットフォーム（以下、PF）展開は
これまで「MT-07」（ネイキッド）、「TRACER700」（ツアラー）、

「XSR700」（ネオレトロ）、「Tenere700」（オンオフ）と多様なカ
テゴリーに広がっている。一方で、PF 展開がされていないスー
パースポーツ（以下、SSP）カテゴリーにおいては、「YZF-R25/
YZF-R3」と「YZF-R6/YZF-R1」の間に、性能、価格面での大きな
ギャップがあり、その間を埋める SSP モデルの導入が市場から
望まれていた。
　このような状況の中で「YZF-R7」は、CP2エンジンの PF 展開
を拡大、SSP カテゴリーの充実をさせることを目的に、ネイキッ
ド（以下、NK）モデルである「MT-07」をベースに開発された
SSP モデルである。

2  開発の狙い

　今回開発した「YZF-R7」は “Fun master of Super Sport”と
いうコンセプトのもと、「悦に浸るデザインとフィーチャー」「操る
楽しみを身体で覚えることができる」「優れたコストパフォーマ

ンス」という提供価値を掲げ開発した。これは、言い換えれば、
「一目で SSPと分かる外観、装備」、「運転時の扱いやすさ」、「お
手頃価格感」を高次元でバランスさせることである。
　そのため、SSP モデルのアイコンとなるフルカウル外装の装
着は前提とし、装着の要望が大きい倒立フロントフォーク、セパ
レートハンドル、ラジアルマウントキャリパ等を採用しながらも、
エンジンおよびフレームの基本骨格を NK モデルと共用してコ
ストアップの抑制し、その上でスポーティーかつ扱いやすいハ
ンドリングを有したモデルを目指して開発を進めた。

3  開発の取り組み

　前述の開発の狙いを達成するために図1に示すようなフィー
チャーを採用するとともに、“Skinny Proportion for Perfect 
Control” というデザインコンセプトを掲げ、外観からも扱いや
すさを表現した。
　ここでは、「MT-07」をベースとした「YZF-R7」の開発におい
て、車体に施した主要なチューニングと外観デザイン面での取
り組みについて紹介する。
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3-1．YZF-R7を特徴づける主要なチューニング
　NK モデルをベースとした SSP モデルの開発においては、
ターゲットとする走行シーンが市街地走行からスポーツ走行に
変わることに合わせ、車体にも様々なチューニングが必要とな
る。逆説的に言うと、そのチューニングを怠ってしまうと、ただ単
に NK モデルをフルカウル化しただけになってしまい、様々な
カテゴリーへ展開している CP2エンジン PF の中でこのモデル
の存在意義が無くなってしまい、「YZF-R シリーズ」を名乗る価
値のないモデルとなる。
　以下に「YZF-R7」が「YZF-R」シリーズを名乗る上で施した主
要なチューニングについて記述する。

3-1-1．バンク角
　サーキットにおけるスポーツ走行においてはコーナリング等
で車両を大きく傾ける必要があるため、NK モデルをベースとし
たSSPモデルの開発においてはバンク角の確保が重要である。
　「YZF-R7」においては、エンジン下部を覆うアンダーカウル
がバンク時に容易に地面に接触してしまう恐れがあり、従来の
SSP モデルに対してアンダーカウルを車両内側に寄せる、すな
わち、エンジンとのクリアランスを小さくしてバンク角を確保す
る必要があった。
　そのため、アンダーカウルには従来機種で使用されている樹
脂射出成型品ではなくアルミ板材のプレス成型品を採用し耐
熱性を向上させ、従来機種に対しエンジンとのクリアランスを
小さくした。
　アルミ材の採用にあたっては質量を樹脂材採用時と同等に
するため、薄肉でも強度の確保が可能な5000系のアルミ材を
採用したが、同時にプレス成形性も確保するため成形解析を用

いて形状を調整した。
　これらにより「YZF-R7」は53°という他の SSP モデル並みの
バンク角を確保し、スポーツ走行を十分楽しめるモデルとなっ
た（表1）。

表1　SSPモデルのバンク角比較

YZF-R3 YZF-R7 YZF-R6 YZF-R1

バンク角 50° 53° 57° 57°

3-1-2．直進安定性
　ベースモデルである「MT-07」が正立フロントフォークを装備
しているのに対し、「YZF-R7」ではそのフレーム基本骨格を流
用したうえで倒立フロントフォークを採用した。また、スポー
ティーなライディングポジションにするため「MT-07」に対し車
両姿勢を前傾化させた。
　これらは「MT-07」に対しフロントフォーク剛性が増加し、キャ
スター角が減少（それに伴いトレールが減少）することを意味
し、そのままではフロントフォーク剛性の増加による外乱に対し
ての車両挙動の悪化や、トレール減少による直進安定性の低
下が引き起こされてしまう。
　そこで「YZF-R7」においては、フロントフォークオフセットを

「MT-07」に対して5mm 減少させ、「MT-07」同等のトレールを
維持するとともに、次項に記述の剛性バランスの最適化を行う
ことにより、「MT-07」に対してスポーティーなキャラクターであ
ることを容易に体感できる車体剛性とスポーツ走行を行う上で
十分な直進安定性も確保した（表2）。

図1　フィーチャーマップ


